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「
垣
根
に
沿
っ
て
革
を
食
む
羊
」

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
(
油
彩
・
一
八
六
〇
年
頃
)

観る②≪る

本
館
は
、
近
代
日
本
洋
画
の
発
展
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
浅
井
忠
を
収
集

の
一
つ
の
柱
と
し
、
浅
井
の
作
品
及
び

関
連
資
料
の
収
集
並
び
に
調
査
研
究
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
時
に
浅
井

忠
を
核
と
し
て
、
そ
の
関
連
作
家
の
作

品
の
収
集
も
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

浅
井
の
師
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
バ
ル

ビ
ゾ
ン
派
と
の
か
か
お
り
は
、
近
年
研

究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
館
で
は
さ
ら
に
関
連
作
家
と
し

て
、
1
9
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
絵
画

運
動
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
や
写
実
派
の
作
家
の
作
品
を
収

集
し
、
よ
り
一
層
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
基
金
に
よ
り
ミ
レ
ー
作

品
を
新
た
に
収
蔵
し
、
皆
様
に
公
開
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
の
中
の

農
民
の
日
常
生
活
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
写

し
と
っ
た
ミ
レ
ー
の
作
品
は
日
本
に
も

親
し
く
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
は
、
近
代
日

本
の
洋
画
の
発
展
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
「
落
穂
拾
.
い
」

「
晩

鐘
」
な
ど
代
表
作
を
次
々
に
描
き
、
農

民
画
家
と
し
て
確
立
し
た
円
熟
期
の
4
6

歳
頃
の
作
品
で
す
。
右
隅
の
木
か
げ

に
羊
飼
い
ら
し
さ
人
物
が
見
え
、
羊
の

群
れ
が
の
ど
か
な
牧
草
地
の
陽
光
の
中

で
幸
福
を
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
ミ
レ
ー
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
を
感

じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。



みる・かたる・つくる

今
年
度
常
設
収
蔵
作
品
展
第
Ⅱ

期
は
前
期
(
1
 
2
・
1
 
3
̃
2
・
5
)

と
後
期
(
2
・
7
̃
4
・
1
 
3
)

に

分
け
て
開
催
し
ま
す
。

前
期
で
は
、
浅
井
忠
の
優
れ
た

才
能
が
発
揮
さ
れ
た
水
彩
画
の
作

品
を
中
心
に
、
周
辺
作
家
の
水
彩

画
作
品
と
併
せ
、
日
本
の
水
彩
画

史
を
た
ど
る
展
覧
と
し
ま
す
。

後
期
で
は
、
浅
井
忠
の
デ
ッ
サ

ン
及
び
日
本
画
を
重
点
的
に
と
り

あ
げ
、
周
辺
作
家
の
作
品
と
と
も

に
展
覧
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
収
蔵
し

た
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り

ま
す
。

主
な
展
示
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
前

期

浅
井

忠
「
沢
入
駅
」
「
金
州
城
壁

上
」
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
森
」

「
洋
上
の
夕
陽
」
「
京
都
高
等
工

芸
学
校
の
庭
」

石
井
柏
亭
「
舟
に
居
る
人
」

加
藤
源
之
助
「
秋
の
山
(
大
和
初

瀬
村
)
」

長
谷
川
良
雄
「
晩
秋
」

河
合
新
蔵
「
竹
林
図
」

大
下
藤
次
郎
「
青
梅
」

水
野
以
文
「
草
花
」

中
西
利
雄
「
外
房
風
景
」

小
堀

進
「
山
」

○
後

期

浅
井

思
「
印
旛
沼
」
「
鍛
冶
橋
」

「
鎌
倉
」
「
渓
流
」
「
曳
船
通
り
」

「
房
州
白
浜
」
「
磐
悌
山
の
図
」

「
中
沢
岩
大
像
」
「
田
植
之
図
」

「
松
」
「
梅
」
「
盗
賊
」

「
も
ろ
こ

し
と
鳳
仙
花
」

「
狂
女
」

松
岡

寿
「
森
と
小
川
」

石
井
柏
亭
「
信
州
風
景
」

都
鳥
実
害
「
八
瀬
の
秋
」

伊
藤
快
彦
「
林
檎
」

桜
井
忠
剛
「
バ
ラ
」

間
部
時
雄
「
田
園
風
景
」

黒
田
重
太
郎
「
浴
後
」

安
井
曽
太
郎
「
デ
ッ
サ
ン
(
裸
婦
)
」

田
中
忘
奈
子
「
デ
ッ
サ
ン

(
棒
を

持
つ
裸
体
)
」

足
立
源
一
郎
「
下
加
茂
森
」

○
新
収
蔵
作
品
(
前
期
の
み
)

日
本
画

横
尾
芳
月
「
新
春
」

島
田
良
祐
「
海
近
さ
村
」

西
村
昭
二
郎
「
新
雪
」

黒
沢
吉
蔵

洋

画

国
松
桂
浜

西
川

純

宮
城
泰
介

安
藤
信
哉

彫

刻

「
古
郷
晩
夏
」

「
仏
国
ド
ル
ト
ン
ヌ
」

「
保
津
峡
」

「
平
和
」

「
み
な
と
」

「
裸
婦
」

「
手
を
挙
げ
る
」

工

芸

蓮
田
修
吾
郎
「
鐘
が
な
る
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
」

浅
見
蘭
秀
「
牧
水
か
る
堂
」

後
期
に
は
、
渡
辺
学
(
日
本
画
)
、

須
田
国
太
郎
(
デ
ッ
サ
ン
)
、
増
村

益
城
(
漆
芸
)
、
武
田
武
弘
(
漆
芸
)
、

関
谷
四
郎
(
鍍
金
)
、
鹿
島
一
谷

(
彫
金
)
他
の
新
収
蔵
作
品
を
紹
介

し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
今
年
度
基
金
取
得
作
品

と
し
て
、
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ミ
レ
ー
「
垣
根
に
沿
っ
て
草
を
食

む
羊
」
を
特
別
展
示
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
併
せ
て
御
鑑
賞
〈
だ
さ

ヽ

o

-
∨

浅井 忠「沢入駅」

長谷川良雄「晩秋」

安藤信哉「みなと」

蓮田修吾郎「鐘のなるリューベック」
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第
1
 
2
回
千
葉
県
移
動
美
術
館
開
催

千
葉
県
移
動
美
術
館
は
、
昭
和

5
2
年
度
に
開
催
し
、
毎
年
県
内
2

会
場
に
本
館
収
蔵
作
品
を
巡
回
し

広
く
県
民
の
方
々
に
美
術
鑑
賞
の

機
会
を
提
供
し
て
き
た
。
開
催
地

の
多
大
を
協
力
を
得
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
い
る
本
展
は
、
他
の
展

覧
会
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
意
義

を
持
つ
も
の
と
し
て
好
評
を
得
て

い
る
。
今
後
も
各
地
か
ら
の
要
望

に
応
じ
っ
つ
本
事
業
を
進
め
て
い

く
方
針
で
あ
る
。

6
2
年
度
ま
で
に
開
催
し
た
市
町

村
は
、
木
更
津
・
館
山
・
松
戸
・

大
多
喜
・
成
田
・
銚
子
・
東
金
・

佐
原
・
流
山
・
八
日
市
場
・
佐
倉
・

柏
・
八
街
・
四
街
道
・
佐
原
・
富

里
・
八
千
代
・
君
津
・
丸
山
・
浦

安
・
印
旛
・
富
津
で
あ
り
、
各
方

面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
本
年
度
は

1
 
2
回
を
む
か
、
え
、
館
山
市
と
袖
ヶ

浦
町
で
の
開
催
で
あ
る
。
開
催
場

所
、
会
期
、
時
間
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
1
月
1
7
日
̃
n
月
0
0
日

9
時
̃
1
6
時
0
0
分

期
間
中
無
休

入
場
料

無
料

袖
ヶ
浦
町
限
形
公
民
館

1
2
月
3
日
̃
1
2
月
1
4
日

的
時
̃
1
6
時

期
間
中
無
休

入
場
料

無
料

今
回
は
、
収
蔵
作
品
に
加
え
て

県
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
行
お
れ
、

多
数
の
県
民
の
方
々
が
出
品
す
る

千
葉
県
美
術
展
覧
会
(
県
展
)

で

の
受
賞
作
品
を
併
せ
て
展
覧
し
、

現
在
の
本
県
美
術
の
動
向
の
一
端

に
も
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

た
。
た
だ
し
、
会
場
の
ス
ペ
ー
ス

の
都
合
も
あ
り
、
受
賞
作
品
の
中

か
ら
、
県
展
賞
及
び
文
部
大
臣
奨

励
賞
の
作
品
に
限
定
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

本
展
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
、

美
術
を
身
近
を
も
の
と
し
て
親
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

漢
展
示
作
品

○
館
収
蔵
品

(
日
本
画
)

富
取
風
堂
「
朝
光
」
 
、
島
多
諌
郎

「
秋
趣
」
 
、
立
石
春
美
「
「
狗
」
 
、
秋

葉
長
生
「
西
の
京
」
 
、
渡
辺
学
「
下

総
の
海
女
」
 
、
岩
崎
巴
人
「
風
の
中

の
釈
迦
」
 
、
松
尾
敏
男
「
原
野
」

へ
洋

画
)

浅
井
忠
「
婦
人
像
」
 
、
大
下
藤
次
郎

「
紫
陽
花
」
 
、
都
島
実
害
「
巴
里
郊

外
サ
ン
ク
ー
ル
」
 
、
石
井
柏
亭
「
安

倍
川
」
 
、
霜
鳥
之
彦
「
ロ
シ
ア
の
女
」
 
、

小
山
周
次
「
花
菖
蒲
」
 
、
黒
田
重
大

郎
「
女
と
小
犬
」
 
、
安
井
曽
太
郎

「
熱
海
附
近
」
 
、
梅
原
龍
三
郎
「
竹

窓
読
書
図
」
 
、
原
勝
郎
「
モ
ン
マ
ル

ト
ル
」
 
、
鶴
田
吾
郎
「
谷
川
岳
」
 
、
石

橋
武
治
「
夜
の
富
士
」
 
、
鱒
利
彦

「
房
州
伊
塚
ケ
岳
」
 
、
椿
貞
雄
「
鴨

図
」
、
不
破
章
「
二
女
」
、
小
堀
進

「
花
と
海
」

へ
版

画
)

浜
口
陽
三

「
う
い
き
ょ
う
」
 
、
星

裏
一
「
大
樹
」
 
、
深
沢
幸
雄
「
影

(
メ
ヒ
コ
)

A
」
 
、
池
田
満
芳
夫

「
S
O
ヨ
e
青
h
i
n
g
]
」

へ
彫

刻
)

大
須
賀
力
「
も
た
れ
る
」
 
、
佐
藤

忠
良
「
ラ
ッ
プ
帽
」
 
、
山
崎
英
五

「
地
を
這
う
も
の
ど
も
Ⅷ
」

へ
工

芸
)

香
取
秀
真
「
笑
獅
子
香
炉
」
 
、
津

田
信
夫
「
鳳
翔
薫
炉
」
 
、
富
之
原

謙
「
象
巌
磁
鉢
」
 
、
土
肥
刀
泉
「
軸

彩
両
耳
花
瓶
」
 
、
香
取
正
彦
「
腕

銀
玉
錯
花
瓶
」
 
、
大
須
賀
喬
「
蝶

文
黒
鋼
香
炉
」
 
、
秋
山
逸
生
「
木

画
稿
」
 
、
信
田
洋
「
装
瓶
(
六
文

銭
)
」
 
、
山
本
正
午
「
瑞
光
」
 
、
藤

田
喬
平
「
飾
管
朱
雀
」

へ

喜

)

浅
見
喜
舟
「
橿
椀
」
 
、
大
石
隆
子

「
待
君
」
 
、
鈴
木
方
鶴
「
万
昌
」

0
4
0
回
県
展
出
品

へ
日
本
画
)

山
崎
久
美
子
「
逢
」
(
県
展
賞
)

(
洋

画
)

佐
久
川
園
子
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
天
ま

で
あ
が
れ
」
(
県
展
賞
)

〈
彫

刻
)

堀
内
有
子
「
風
天
女
-
は
ご
ろ
も
」

(
県
展
賞
)

(
工

芸
)

藤
田
潤
「
彩
」
(
県
展
賞
)

平
野
博
次

「
転
界
」

(
文
部
大
臣

奨
励
賞
)

(

書

)

飛
田
沖
蝶
「
勺
薬
花
」
(
県
展
賞
)

以
上
4
9
作
家
4
9
点

都島実害「日豊郊外サンクール」

不破 華「二女」

=
特
別
展

=

「
石
井
拍
車
と
近
代
絵
画
の
歩
み
」

終
了
。

6
3
年
9
月
1
 
0
日
か
ら
1
 
0
月
1
 
6
日

ま
で
開
か
れ
た
本
展
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
画
家
で
絵
画
以
外

の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
多
面
的
な

才
能
を
発
揮
し
、
批
評
家
、
詩
人
、

教
育
者
等
精
力
的
に
活
躍
し
、
そ

れ
ぞ
れ
優
れ
た
業
績
に
遺
し
著
作

の
規
模
も
大
き
く
広
い
巨
人
的
存

在
の
石
井
柏
享
を
知
る
ひ
さ
び
さ

の
本
格
的
な
回
顧
展
で
あ
っ
た
。

会
場
で
は
、
東
京
は
も
と
よ
り
長

野
県
は
じ
め
県
外
か
ら
の
見
学
者

の
姿
も
多
く
見
う
け
ら
れ
盛
況
で

あ
っ
た
。

会
期
中
、
匠
秀
夫
氏
に
よ
る
「
石

井
柏
享
と
近
代
美
術
」
(
美
術
講
演

会
)
や
田
坂
乾
氏
「
石
井
柏
享
を

語
る
」
(
美
術
を
語
る
会
)

の
講
演

は
、
柏
享
の
人
と
芸
術
を
ね
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
。
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野
外
彫
刻
の
鑑
賞
を
一
現
代
日
本
具
象
彫
刻

展
の
招
待
作
品
か
ら

秋
も
深
ま
っ
た
美
術
館
の
中
庭

に
は
、
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
中

に
野
外
彫
刻
が
し
っ
く
り
と
調
和

し
、
芸
術
の
香
り
高
い
彫
刻
の
広

場
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
彫
刻
は
、
前
号
の
館
報
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
現
代
日

本
具
象
彫
刻
展
」

の
招
待
作
家
及

制
∴
鴫

び
一
部
の
大
賞
受
賞
作
家
の
作
品
、

館
蔵
の
彫
刻
作
品
な
ど
で
す
。
各

作
品
に
は
、
作
者
題
名
等
が
記
入

さ
れ
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
、
主
に
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

の
招
待
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
野
外
彫
刻
を
じ
っ
く
り

神野義徳「とこしえに」 大須賀 力「杜の詩」
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
と

招
待
作
家

青
葉
の
森
公
園
の

「
彫
刻
の
広

場
」
に
設
置
す
る
優
れ
た
具
象
彫

刻
作
品
を
選
定
す
る
た
め
、
昭
和

0
0
年
に
第
一
回
現
代
日
本
具
象
彫

刻
展
が
、
ま
た
昭
和
6
2
年
に
は

第
二
回
展
が
開
催
さ
れ
、
現
在

ま
で
に
招
待
作
品
9
点
、
大
賞

受
賞
作
品
6
点
が
制
作
さ
れ
、

公
園
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、

美
術
館
内
の
中
庭
及
び
南
側
庭

園
内
に
仮
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

招
待
作
品
は
、
現
代
日
本
具
象

彫
刻
を
代
表
す
る
作
家
、
千
葉

県
に
関
連
あ
る
作
家
に
よ
り
制

作
さ
れ
、
現
代
日
本
具
象
彫
刻

を
代
表
す
る
も
の
で
す
。

招
待
作
家
の
略
歴
(
五
十
音
順
)

大
須
賀

力
(
一
九
〇
六
̃
)

東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
東
京

美
術
学
校
彫
刻
科
卒
業
。
日
展

参
与
、
日
本
彫
刻
会
会
員
、
日

本
美
術
家
連
盟
常
任
理
事
、
千

葉
県
美
術
会
常
任
理
事
。
勲
四

等
瑞
宝
章
受
章
。
千
葉
県
文
化

功
労
者
。
千
葉
県
市
川
市
在
住
。

鈴木 実「家族の肖像1」

受
賞
。
な
か
く
千
葉
県
流
山
市

に
居
住
し
た
。
日
本
大
学
芸
術

学
部
講
師
。
現
在
は
茨
城
県
取

手
市
に
在
住
。

北
村
西
望

(
一
八
八
四
̃
一
九
八
六
)

長
崎
県
に
生
ま
れ
る
。
東
京

美
術
学
校
彫
刻
科
を
首
席
で
卒

業
。
日
本
芸
術
院
会
員
。
「
平
和

記
念
像
」
を
完
成
。
文
化
勲
章

受
章
。
日
展
名
誉
会
長
、
東
京

都
名
誉
都
民
と
な
り
、
武
蔵
野

市
に
居
住
し
た
。

佐
藤
忠
良
(
一
九
一
二
̃
)

宮
城
県
に
生
ま
れ
る
。
東
京

美
術
学
校
彫
刻
科
卒
業
。
新
制

作
派
協
会
創
立
会
員
と
な
り
活

神
野
蓑
衛

(
一
九
一
九
̃
)

東
京
都
に
生
ま
れ
る
。

東
京
美
術
学
校
彫
刻
科

卒
業
。
日
展
評
議
員
。

千
葉
県
美
術
会
功
労
者
。

千
葉
県
美
術
会
理
事
長

を
つ
と
め
る

(
現
在
は

常
任
理
事
)
。
千
葉
県
柏

市
在
住
。

鈴
木

実

(
一
九
三
〇
̃
)

山
形
県
に
生
ま
れ
る
。

桜
井
祐
一
に
師
事
、
国

画
会
会
員
と
な
り
活
躍

す
る
。
平
楠
田
中
質
、

中
原
悌
二
郎
賞
な
ど
を

北村西里「天女の纂」

4



躍
。
高
村
光
太
郎
賞
、
毎
日
芸
術

賞
、
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
他
を

受
賞
。
東
京
都
杉
並
区
に
在
住
。

●

長
谷
川

昂
(
一
九
〇
九
̃
)

千
葉
県
に
生
ま
れ
る
。
佐
々
木

大
樹
に
師
事
。
サ
イ
ゴ
ン
国
際
美

術
展
で
グ
ラ
ン
プ
リ
金
メ
ダ
ル
受

長谷川 昂「葉かげ」 佐藤忠良「緑の風」

柳原議連「犬の詩」

みる・かたる・つくる

重
吉
…
∴
∵
.
㌻

園
闇
闘
醜
聞

甘舟越保武

賞
。
千
葉
県
教
育
功
労
者
。
日

展
会
員
、
千
葉
県
美
術
会
会
長
。

東
京
都
中
野
区
在
住
。

舟
越
保
武
(
一
九
二
一
̃
)

岩
手
県
に
生
ま
れ
る
。
東
京

美
術
学
校
彫
刻
科
卒
業
。
新
制

作
派
協
会
創
立
会
員
。
高
村
光

太
郎
賞
、
中
原
悌
二
郎
賞
、
芸

術
選
奨
文
部
大
臣
賞
他
を
受
賞
。

東
京
都
世
田
谷
区
在
住
。

柳
原
義
達
(
一
九
一
〇
̃
)

兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。
東
京

美
術
学
校
彫
刻
科
卒
業
。
国
画

会
、
新
制
作
派
協
会
な
ど
で
活

躍
。
高
村
光
太
郎
賞
、
中
原
悌

二
郎
賞
他
を
受
賞
。
平
楠
田
中

質
選
考
委
貝
。
東
京
都
世
田
谷

区
在
住
。

山
本
正
道
(
一
九
四
一
̃
)

京
都
府
に
生
ま
れ
る
。
東
京

芸
術
大
学
彫
刻
科
卒
業
。
新
制

作
協
会
会
員
と
な
り
活
躍
。
平

楠
田
中
質
、
中
原
悌
二
郎
賞
受

賞
。
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
に

留
学
。
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
。

山本正道「旅の記憶」

神
奈
川
県
藤
沢
市
在
住
。

そ
の
他
の
野
外
彫
刻
作
品

野
外
彫
刻
は
、
こ
の
他
、
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
の
大
賞
作
家
6

名
の
作
品
、
収
蔵
作
品
、
お
よ
び

浅
井
忠
像
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
嗣
四
囲
図
回
閉
園

●
第
2
0
回
フ
ァ
ン
シ
ー
洋
画
展

1
0
月
1
2
日
̃
1
0
月
1
6
日

●
第
2
0
回
親
展
千
葉
支
部
展

1
0
月
1
2
日
̃
1
0
月
1
6
日

●
ダ
ネ
ラ
・
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
展
覧
会

1
0
月
1
2
日
̃
1
0
月
1
6
日

(
以
上
終
了
分
)

●
第
4
0
回
千
葉
県
美
術
展
覧
会

1
0
月
2
2
日
̃
n
月
1
3
日

●
千
葉
県
高
等
学
校
総
合
芸
術
祭

美
術
・
工
芸
・
書
道
作
品
展

u
月
1
 
6
日
̃
n
月
2
7
日

●
第
3
3
園
子
ど
も
県
展

u
月
2
9
日
̃
1
 
2
月
n
日

●
第
6
回
明
る
い
社
会
づ
く
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
展
覧
会

1
2
月
1
3
日
̃
1
2
月
1
8
日

●
今
日
の
美
術
を
考
え
る
会
展

1
2
月
1
3
日
̃
1
2
月
2
5
日

●
第
2
4
回
登
龍
社
宮
坂
会
書
初
展

l
月
5
白
く
1
1
月
8
日

●
第
1
 
8
回
千
葉
県
大
学
美
術
連
盟
展

1
月
5
日
̃
l
月
8
日

●
第
1
 
6
回
富
士
百
景
写
真
展

1
月
1
0
日
̃
1
月
1
6
日

●
子
ど
も
造
形
展

1
月
的
日
̃
1
月
1
6
日

●
親
子
絵
画
展

1
月
1
0
日
̃
1
月
1
6
日

●
千
葉
敬
愛
短
大
書
道
展

1
月
1
0
日
̃
1
月
1
6
日



みる・かたる・つくる

か
た
る
・
つ
く
る

美
術
館
実
技
講
座

〇
デ
ッ
サ
ン
講
座

期
日

1
月
1
 
29

●
i
⊥62

(
2
)

1
3
・
1
8

2
0
・
2
 
5

2
7
日

定
員

2
 
5
名

内
容

静
物
等
、
1
 
0
号

締
切

1
月
1
 
2
日

(
木
)

◎
洋
画
入
門
講
座

(
3
)

(
8
日
間
)

講
師

自
主
研
修

0
0
名

石
こ
う
・
着
衣
・

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
等

1
 
2
月
2
2
日

(
木
)

デッサン講座会場

友
の
会
実
技
講
座

◎
日
本
画
入
門
講
座

期
日

1
月
2
 
6
・
2
 
7
・
2
8
・
・

2
9
日

期
日

2
月
1
・
3
・
7
・

8
・
1
 
0
・
1
 
2
日

へ
6
日
間
)

締内定講
切客員師

久
保
木

彦
氏

0
0
名

風
景
・
静
物

1
月
1
 
8
日

(
水
)

洋画講座会場

時
間

美
術
館
講
座
=
1
 
2
時

0
0
分
̃
4
時
0
0
分

友
の
会
講
座
=
1
 
0
時
̃
4
時

2
月
l
・
2
・
3
日

(
7
日
間
)

講
師

五
十
嵐

幹
氏

日本画講座会場

申
し
込
み

各
講
座
と
も
住
復

は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
令
を
明
記
の
う
え
、
美
術

館
普
及
班

(
友
の
会
講
座
は

友
の
会
事
務
局
)
ま
で
。

な
お
、
定
員
を
越
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
た
に
図
書
約
0
0
冊
を
入
荷
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
作
家
・
評
論

家
に
よ
る
評
論
集
・
自
伝
な
ど
も

多
く
入
り
ま
し
た
。
作
家
に
つ
い

て
、
芸
術
に
つ
い
て
、
更
に
深
く

知
り
た
い
方
に
、
お
勧
め
し
ま
す
。

○
著
作
集
・
評
論
集

「
大
菩
薩
峠
」
「
宮
本
武
蔵
」
等

の
新
聞
連
載
小
説
の
挿
絵
で
一
躍

人
気
を
博
し
た
石
井
鶴
三
。
彼
の

彫
刻
家
・
教
育
者
・
文
筆
家
な
ど

と
し
て
の
幅
広
い
活
動
の
全
貌
を
伝

え
る

「
石
井
鶴
三
全
集
」
。

日
本
美
術
の
評
論
で
知
ら
れ
る

河
北
倫
明
の

「
画
人
溝
歴
」
は
、

各
種
展
覧
会
や
図
録
、
画
集
に
掲

載
さ
れ
た
著
者
の
論
文
の
中
か
ら

近
現
代
の
画
家
論
の
み
に
絞
っ
て
、

ま
と
め
た
も
の
。
ほ
か
、
前
衛
美

術
運
動
の
鋭
い
評
論
で
知
ら
れ
る

針
生
一
郎
の
評
論
集
。
朝
日
ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
連
載
さ
れ
た

「
光
苦
の

一
九
二
〇
年
代
」
に
は
演
劇
、
科

学
、
美
術
、
そ
の
他
各
分
野
に
お

い
て
、
画
期
的
発
展
を
遂
げ
た
一

つ
の
時
代
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

作
家
論
と
し
て
は
、
「
小
川
芋
銭

の
世
界
」
「
セ
ザ
ン
ヌ
物
語
」
「
ジ

ャ
ス
パ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」
や
写
真

家
ブ
ラ
ッ
サ
イ
が
、
今
世
紀
を
代

表
す
る
様
々
な
彫
刻
家
・
画
家
た

ち
と
の
交
流
を
写
真
と
著
述
で
綴

っ
た
「
ね
が
生
涯
の
芸
術
家
た
ち
」
。

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
画
廊
企
画

展
の
計
画
立
案
か
ら
終
了
ま
で
を

一
冊
に
ま
と
め
た

「
画
廊
の
し
ご

と
」
や
「
英
国
の
水
彩
画
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

○
画
集
・
作
品
集

「
日
本
現
代
美
術
」
は
、
一
九

五
〇
̃
一
九
八
五
年
に
か
け
て
制

作
さ
れ
、
国
内
の
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
た
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
等
の

代
表
作
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
「
ル
ー
ブ
ル
と
パ
リ
の

美
術
」
 
、
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い

て
き
た
形
の
魅
力
に
迫
る
「
文
様
」

は
、
朝
日
新
聞
日
曜
版
に
連
載
さ

れ
、
好
評
だ
っ
た
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

存
在
の
虚
無
性
を
主
張
す
る
よ
う

な
彫
刻
が
印
象
的
な
ジ
ャ
コ
メ
ッ

テ
ィ
の
作
品
集
や
日
本
画
家
、
川

崎
小
虎
の
画
集
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

○
技
術
声
・
辞
典

「
神
楽
面
の
彫
り
方
」
「
金
工
の

伝
統
技
法
」
等
の
技
術
書
や
、
西

洋
美
術
に
登
場
す
る
人
々
や
主
題

内
容
の
解
釈
の
一
助
と
な
る

「
西

洋
美
術
解
読
辞
典
」
等
入
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。

う
テ
ー
マ
で
行
な
お
れ
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
第
8
回

は
6
4
年
1
月
2
1
日
出
、
話
題
提
供

者
に
書
家
の
千
代
倉
桜
舟
氏
、
テ

ー
マ
は
「
書
・
こ
ん
な
こ
と
を
知

り
た
い
」
(
仮
題
)
研
修
室
、
午
後

2
時
̃
4
時
、
一
般
0
0
人
̃
5
0
人

無
料
。
第
9
回
は
2
月
n
日
㈲
、

話
題
提
供
者
、
テ
ー
マ
は
未
定
。

第
3
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
に

因
ん
で
考
慮
中
。
会
場
、
時
間
、

対
象
等
は
前
回
と
同
じ
。

日

誌

抄

8
・
2
7

第
四
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
鈴
木

治
平
氏
)

9
・
3

第
五
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
天
野

三
郎
氏
)

9
・
1
0

特
別
展
「
石
井
柏
享
と

近
代
絵
画
の
歩
み
」

(
1
0
・
1
6
ま
で
)

9
・
1
 
7

第
二
回
美
術
講
演
会

(
講
師
=
匠
秀
夫
氏
)

9
・
2
4

第
六
回
美
術
を
語
る
会

(
話
題
提
供
者
=
田
坂

乾
氏
)

1
0
・
了

第
二
回
美
術
館
協
議
会

訂
正

前
号
日
誌
抄
中
、
6
月
4

日
講
師
は
千
足
伸
行
氏

職
員
異
動

●

第
7
回
は
日
月
1
2
日
脚
に
、
話

題
提
供
者
と
し
て
深
沢
幸
雄
氏
を

迎
え
、
「
版
画
の
は
な
し
(
ぼ
く
の

工
夫
し
た
電
動
ベ
ル
ソ
ー
)
」
と
い

●

昭
和
6
3
年
8
月
1
目
付
け
で
、

次
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

◆
転

入

者

小
池

賢
博

(
山
種
美
術
館
学
芸

部
長
-
副
館
長
)


